
令和5年度（2023年度）公共事業再評価調書

Ⅰ　基本事項（基準日時点）

百万円

百万円 百万円 百万円 百万円

【アウトカム】　等

計

Ⅱ　公共事業評価経過                                                       （単位：百万円）

（様式３）

都市計画街路事業費（社会資本整備総合交付金） 

基準年月日 令和５年８月１日

調書番号 08-30 所 管 部 建設部
作成責任者 建設部まちづくり局都市環境課長　　今井　健

担当係 街路グループ（内）29-569

事業種別

地区名
ふ り が な

3・4・111基線通
さんよんひゃくじゅういちきせんどおり

市町村名 恵庭市 総事業費 4,952

- その他 -

2,971 1,981 - -
負担割合

国 60.0% 道 40.0% 市町村

事業目的
・目標

●適切な道路幅員での整備により、冬期における安全で快適な道路交通の確保を図る
●両側歩道の整備により、通学路としての利便性、安全性が向上する
●既設橋の老朽化・耐震化・大型車走行対策のため、橋梁の架け替えを行う
●適切な道路幅員での整備により、避難路としての機能性が向上する
●恵庭テクノパークや戸磯軽工業団地から石狩湾新港への物流の効率化を図る

●通学路等の要対策箇所における安全度の向上（両側歩道設置延長0km→0.7km）
●老朽化橋梁の耐震化（1箇所→0箇所）

事業概要

基線通は、恵庭市恵南と同市
上山口（恵庭バイパス）を連
絡する延長約2.5kmの幹線道
路であるが、ＪＲ千歳線と立
体交差する橋梁を含む約
0.6km区間が未整備となって
いる。（片側歩道、冬期にお
ける堆雪幅の不足）
両側歩道の設置および適切な
道路幅員を確保するため、橋
梁の架け替えを含む拡幅事業
を実施するものである。

工事費
内訳

【計画】　延長L=0.59km、幅員W=20.0m（一般部） （百万円） （百万円） （百万円）

　　擁壁N=4（L=100m,L=114m,L=96m,L=130m）

　道路工　L=0.59km 307 370 63

 　　　　　幅員W=36.3m（立体交差部） 前回評価 今回評価 増減額

　構造物　橋梁N=1橋（L=62m）、 3,165 3,716 551

　用地補償費　A=2,155㎡、N=23件 200 623 423

　測量試験費　１式 180 243 63

持続可能な社会・経済を支え
る社会資本の整備

連携と交流を支える総合的な
交通ネットワークの形成

都市計画街路事業

特定分野別
計画等での
位置づけ

施策目標
・方針

安全で快適な都市内交通環境の整備、冬期における交通環境の充実など、地域おける円滑な交通ネットワー
クの形成

関連する指標 -

3,852 4,952 1,100

総合計画
での

位置付け

総合計画
の体系

大項目 中項目 小項目 施策名

人・地域

進捗率(b)/(a)

事前評価
又は当初

H26 H26 H31
3,272 1,309

経
過
年
数

事

業

費

総事業費
(a)

道負担額
当該年度事

業費
累計事業費

(b)

3,852 1,541 889

事業採択 着手 評価年度

(2025)

(2014) (2014) (2019)

前回再評価
R2 R7

H24

(2012)

H27 H28

(2015) (2016)

変更理由・内容
（概要）

●全体事業費
・現橋梁上部・下部撤去による夜間作業・安全対策等による増額
・JR委託による電気設備移設費用等による増額
・橋梁施工の仮設工法の変更による増額
・資材、労務単価の上昇に伴う増額

Ⅲ　事業採択前の状況

１.事業採択に
  至る経過と背景

●道央圏連絡道路の完成後に一体となった効果を発揮することが期待されてる。
●都市計画上の骨格道路である幹線道路に位置づけられており、優先性が高い。
●ＪＲ跨線橋は、昭和42年の供用開始から45年が経過し老朽化が進んでいる。また、地震時に落橋を防止する装置が設置されていない
ため、損壊等によりＪＲ千歳線に影響を与えることが危惧される状況であるため、架け替えの緊急性が高い。

２.事業検討の手
　続（住民ﾆｰｽﾞの
  把握等）

●H2１.５和光小学校教育環境整備検討会議設立
●H22. 2和光小学校教育環境整備検討会議より方針提出
●H22. 2地元住民組織から要望書提出
●H22.12市議会から要望書提出
●H23.12市議会から要望書提出
●H24以降毎年恵庭市より社会資本要望あり

9 4,952 1,981 1,220 3,903 79%

事

業

経

過

完了予定

23%
(2020) (2025)

今回評価
R5 R7

(2023)

３.事業効果を
  及ぼす
  地域・対象

●両側歩道の整備により、通学路としての利便性、安全性の向上
●道央圏連絡道路へのアクセス強化
●恵庭市の幹線道路網の形成
●市街地の分断の解消や、避難路としての機能性の向上

４.関連する事業

事 業 名 事業主体 事 業 期 間 事業費（百万円） 事 業 内 容



（１）事業実績及び今後の計画

H27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

（２）進捗状況

　ａ：事業の必要性に変化はなく予定どおり事業を推進する。

　ｂ：着工後の状況変化により事業計画の変更が必要である。　　　

　ｃ：着工後の状況変化により事業推進の是非を判断する必要がある。

（１）環境上の配慮及び課題

（２）事業推進に対する地域の動向・意向

（３）その他の課題

Ⅳ　事業の実施状況

橋梁N=１擁壁N=4 82% 3716

用地補償費 用地買収、物件補償 98% 623

１.進捗状況

施工（工種）区分 工事内容 進捗状況 事業費（百万円）

道路工 L=0.59km W=20m 4% 370

構造物

JR敷地内工事に時間を要していたが、既に本工事に着手しており、今後は概ね計画どおり進捗する予定である。

b 　a：概ね予定どおり実施している。　　b：事業計画・期間等を変更し実施する。
　c：問題が生じ、実施に支障をきたしている。

測量試験費 測量調査・実施設計等 91% 243

交通事故減少便益 70

経済効果の内訳（百万円）

合計（Ｂ） 5,259 合計（Ｃ） 5,168

●「費用便益分析マニュアル(国土交通省R4
年)」に基づき算出
●効果は、道路整備に伴う走行時間短縮、走行
時間減少、交通事故減少を算出。
●便益、費用ともにR5年に現在価値化
●費用は、現在価値化及び50年間の維持管理費
の計上により総事業費と異なる。

事業費 5,138

走行費用減少便益 406 維持管理費 30

走行時間短縮便益 4,783

1.02

・事業費の増額に伴う費用の増加
・費用便益分析マニュアルの改訂に伴う便益算定方法の見直しによる効果の増加

３.コスト
  縮減など
  の取組

取組の項目 取組内容 縮減額（百万円）

資源循環の促進 路盤及び舗装に再生骨材及び再生アスファルト合材を使用しコスト縮減を図る 11

２.事業効果

費用の内訳（百万円） 備考

項目 R５現在 項目 R５現在

Ｂ／Ｃ 前回算定年度   ： R2年度（2020年度）【再評価】

前回算定時B/C： 1.07（合計(B)：3,856　合計(C)：3,615　）

R５現在 変更理由

１.必要性

●平成２３年　恵庭市都市計画マスタープラン策定・千歳恵庭圏都市計画区域（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更）決定
●平成２７年　都市計画変更・事業認可を取得
●令和２～３年　恵庭市都市計画マスタープラン改定策定予定
●事業着手後も、市街地の分断や、安全な歩行空間の確保など、整備の必要性に変化はない。

a

２.事業を
 推進する
 上での課題

●　JR敷地内での作業は深夜となり、住宅地での工事となるので、騒音・振動に配慮した施工を進めている。

●　事業着手以降毎年、恵庭市から整備促進について要望されている。
※前回の再評価以降における状況変化はない。

●　特になし
※前回の再評価以降における状況変化はない。

Ⅴ　評　　価

３.事業達成
 の見込み

JR協議・用地補償に時間を要していたが、既に本工事に着手しており、今後は概ね計画どおり進捗する予定である。

a a：現時点では事業の進捗に影響する課題はなく、達成が見込まれる。　b：課題はあるものの達成は可能である。
c：大きな課題があり達成には相当の困難が予想される。

４.対処方針

事業の必要性に変化は無く、自治体、地元住民からの早期完成要望が強いことから、事業を継続とする。

a ａ：継続　　ｂ：終了　　ｃ：休止　　ｄ：中止

事業期間変更
の有無 無

事業内容変更
の有無 無

総事業費変更
の有無 有

道路橋1橋、擁壁4基（L=336m） 道路橋1橋、擁壁4基（L=231m）

N=15件 N=2件（北電、NTT）

L=24m L=576m



補足資料
Ⅶ　事業計画変更　                                                  （単位：百万円）

　事業経過

Ⅵ　備　　考

１.評価履歴

【評価結果】

事前評価：平成２４年度実施　　評価結果：要望を行うことは妥当　B／C：１.２３
再評価　：令和２年度実施　　　評価結果：要望を行うことは妥当　B／C：１.０７

【特記事項】

当該年度事
業費

累計事業費
(b)

進捗率
(b)/(a)

完了予定
総事業費

(a)

H27 H32
3,272

(2014) (2014) (2012) (2019)

H31
3,272

２.その他の
  取組事項

経

過

年

数

　事業費

再評価 事業採択 着手 評価年度 変更年度

事前評価
又は当初

H26 H26 H24

H28

(2016) (2015) (2020)

変更② １回目
R2 R2

変更①

R7

(2016)(2015)

H28H27

H27

(2015)

3,852
(2020) (2020) (2025)

R7
4,952 1,220 3,903 79%

(2023) (2025)

R5

(2023)
変更③ ２回目

R5

変更④

変更⑤

変更⑥

変更⑦

変更⑨

変更⑧

変更理由・内容

変更①：仮設歩道の設置や側道等、関係機関協議に時間を要し事業着手が遅延

変更②：事業期間・総事業費の変更
　　　　道路橋示方書の改訂による構造物修正設計、側道とのアクセス道路追加による本工事費及び用地補償費の増額
　　　　資材及び労務単価の上昇や消費税率の変更による増額
　　　　事業着手の遅延及び鉄道協議において軌道近接箇所の日作業時間が限定されることを踏まえ、工事期間を延伸。

変更③：総事業費の変更
　　　　現橋梁上部・下部撤去による夜間作業・安全対策等による増額
　　　　JR委託による電気設備移設費用等の増額
　　　　橋梁施工の仮設工法の変更による増額
　　　　資材及び労務単価の上昇による増額

9変更⑩



事　業　概　要　図

事業名 地区名

事業地区位置図

都市計画街路事業費
（社会資本整備総合交付金）

3・4・111　基線通（恵庭市）

至 札幌

恵庭市

【標準断面図】

「地理院地図（http://maps.gsi.go.jp/）」をもとに加工して作成
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現戸磯跨線橋5.445m

整備前の状況

至 千歳JCT

恵庭IC

南恵庭

駐屯地

（陸自）

和光小学校

至 道央圏連絡道路
N
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L=0.59km

３・４・１１１ 基線通


